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本
日
は
、
私
た
ち
の
成
人
へ
の
門
出
を
お
祝
い
く
だ
さ

い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
新
成
人
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
感
謝
の
言
葉

と
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を
表
明
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち

新
成
人
は
、
た
だ
今
、
上
野
原
市
長
奈
良
明
彦
様
を
は
じ

め
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
激
励
を
し
っ

か
り
と
胸
に
刻
み
込
ん
で
、
今
日
か
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
自
己
の
人
格
形
成
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
一
社
会

人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
間
に
な
り
ま
す
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
お

誓
い
い
た
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。簡

単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
感
謝
の
言
葉
と

決
意
の
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
成
人
代
表
　
梶
原
　
学
さ
ん
　
誓
詞
よ
り

１
月
９
日
、
新
春
の
良
き
日
に
、
平
成
18
年
上
野
原

市
成
人
式
が
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

成
人
式
は
上
野
原
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
成
人
式
で
、

対
象
者
は
総
勢
403
人
、
308
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

幼
少
か
ら
一
緒
に
育
っ
た
友
だ
ち
と
再
会
し
、
思
い

出
話
に
胸
を
は
ず
ま
せ
、
ま
た
、
現
在
の
自
分
た
ち
の

近
況
を
話
し
な
が
ら
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
の
成
人
式
を
思

い
出
に
、
希
望
あ
る
未
来
へ
。
が
ん
ば
れ
新
成
人
。

上
野
原
市成

人
式

▲謝辞を述べる尾形政俊さん

▲誓詞を述べる梶原　学さん

▲ピアノの演奏をする志村知香さん

▲指揮者清水美紀さん

▲式を進行する
外川大輔さん（右）と里吉麻衣さん（左）

▲記念品を受ける小俣直樹さん
▲受付の様子



おめでとうおめでとう！！！！
新成人のみなさん新成人のみなさん

3 広報うえのはら　平成18年2月号　　　　　

本
日
は
、
こ
の
よ
う
に
厳
粛
か
つ
盛
大
な
式
を
私
た

ち
新
成
人
の
た
め
に
挙
行
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
上
野
原
市
長
奈
良
明
彦

様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
お

言
葉
を
賜
り
ま
し
て
、
私
た
ち
一
同
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
新
成
人
を
代
表
し
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
、
緑
輝
く
上
野
原
と
い

う
同
じ
環
境
で
生
ま
れ
育
ち
、
共
に
喜
び
や
悲
し
み
を

分
か
ち
合
っ
て
き
た
仲
間
と
こ
う
し
て
こ
の
場
所
で
成

人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
こ
と
を
と
て
も
誇

り
に
、
ま
た
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。

今
日
、
こ
こ
に
私
た
ち
が
あ
る
の
は
、
両
親
を
は
じ

め
、多
く
の
方
々
が
私
た
ち
の
成
長
を
い
つ
も
優
し
く
、

ま
た
、
時
に
は
厳
し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

だ
と
改
め
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち

は
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
何
ご
と
に
お
い
て

も
く
じ
け
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
私
た
ち
に
注
が
れ
て
き
た
深
い

愛
情
を
無
に
し
な
い
た
め
に
も
、
責
任
あ
る
行
動
を
と

る
こ
と
が
期
待
に
応
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
本
日
を
も
っ
て
成
人
の
一
員
と
な
り
ま
す

が
、ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
未
熟
者
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
諸
先
輩
方
に
は
、
た
く
さ
ん

の
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
あ
た
た
か

く
、そ
し
て
時
に
は
厳
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
で
あ
っ
て
も
一
歩
一
歩
確
実
に
夢
に
向
か
っ

て
は
ば
た
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
日
こ
の
日
の
た
め
に
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
教
育
委
員
会
の
皆
様

や
関
係
者
の
皆
様
方
、
そ
し
て
今
ま
で
育
て
て
く
だ
さ

っ
た
両
親
や
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
し
て
、お
礼
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
成
人
代
表
　
尾
形
　
政
俊
さ
ん
　
謝
辞
よ
り

20歳のメッセージ

志村直樹さん

心も身体も健康に楽
しく生きていきたい。

市川めぐみさん

目標を持って一歩一
歩確実に歩んでいきた
い。

山崎晃司さん

成人式を一つの区切
りとして、新たに一歩
を踏み出していきた
い。

水越百合子さん

素敵な女性になりた
いです。

小林　智さん

社会人になるので責
任感を持って生活して
いきたい。
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第1回上野原市
駅伝競走大会

1
月
15
日
、
第
1
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
春
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暖
か
い
天
候
に
な
り
、
全
75
チ
ー
ム
の

参
加
の
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
は
、
奈
良
明
彦
上
野
原
市
長
の
号
砲
を
合
図
に
、
午
前
に
は
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
を
小
学
男
子
・
女
子
の
部
が
、
ま
た
、

正
午
に
は
一
般
お
よ
び
そ
の
他
の
部
が
牛
倉
神
社
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
全
6

区
間
、
2
1
・
1
㎞
の
コ
ー
ス
を
全
チ
ー
ム
が
走
破
し
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
に
は
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
各
選
手
に
大
き
な
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

▲宣誓▲大鶴小学校前

▲旧へそまん前 ▲走者確認のためのコール



▲気合いだー
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▲声援を受け走る走者

第
1
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
の
主
な
結
果

《
一
般
の
部
》

①
東
京
農
業
大
学（
1
時
間
6
分

52
秒
）

②
ス
ネ
ー
ク
＆
ド
ラ
ゴ
ン
と
寺
本

元（
1
時
間
16
分
14
秒
）

③
ス
ネ
ー
ク
＆
ド
ラ
ゴ
ン
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ（
1
時
間
16
分
35
秒
）

《
市
内
体
協
の
部
》

①
上
野
原
東
部
体
育
会（
1
時
間

22
分
31
秒
）

②
棡
原
体
育
会（
1
時
間
22
分
43
秒
）

③
島
田
体
育
会（
1
時
間
25
分
28
秒
）

《
市
内
職
場
の
部
》

①
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
A

（
1
時
間
19
分
12
秒
）

②
富
士
航
空
電
子（
1
時
間
21
分

17
秒
）

③
上
野
原
市
消
防
署（
1
時
間
22

分
54
秒
）

《
市
内
壮
年
の
部
》

①
甲
東
体
育
会（
1
時
間
23
分
30
秒
）

②
巌
体
育
会（
1
時
間
29
分
21
秒
）

③
上
野
原
中
部
体
育
会（
1
時
間

31
分
24
秒
）

《
中
学
男
子
の
部
》

①
巌
中
学
校
A（
1
時
間
15
分
35
秒
）

②
上
野
原
中
学
校
Ｂ（
1
時
間
17

分
10
秒
）

③
上
野
原
中
学
校
Ａ（
1
時
間
18

分
7
秒
）

《
中
学
女
子
の
部
》

①
巌
中
学
校
A（
1
時
間
33
分
8
秒
）

②
巌
中
学
校
B（
1
時
間
33
分
29
秒
）

③
上
野
原
中
学
校（
1
時
間
35
分

7
秒
）

《
市
内
小
学
男
子
の
部
》

①
島
田
タ
イ
ガ
ー
ス
A（
16
分
27
秒
）

②
Ｙ
・
Ｓ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
A（
17

分
44
秒
）

③
四
方
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
A（
17

分
48
秒
）

《
市
内
小
学
女
子
の
部
》

①
上
野
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団（
20
分
33
秒
）

②
大
鶴
体
育
会（
22
分
46
秒
）

③
甲
東
体
育
会（
23
分
36
秒
）

▲総合優勝ゴール

小学男子・女子の部

▲1区スタート直後の走者

▲第2走者から第3走者へのタスキ渡し▲ゴール

▲スタート前の緊張の時



加入負担金

78,750円

204,750円

336,000円

483,000円

1,039,500円

1,538,250円

4,200,000円

加入負担金

77,700円

215,250円

409,500円

661,500円

1,239,000円

2,016,000円

4,200,000円
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市長の定める額

超 過 料 金

21裙以上

21裙以上～100裙まで1裙につき141.75円

101裙以上～200裙まで1裙につき157.5円

201裙以上1裙につき189円

21裙以上～100裙まで1裙につき152.25円

101裙以上～200裙まで1裙につき168円

201裙以上1裙につき199.5円

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
へ
の

統
合
後
の
各
種
料
金
等
が
決
定
し
ま
し
た

平
成
18
年
4
月
1
日
、
上
野
原
市
上
水
道
事
業
の
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

へ
の
統
合
後
の
各
種
料
金
等
は
、
上
野
原
市
・
大
月
市
の
市
議
会
選
出
の
議
員
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
議
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お

り
議
決
さ
れ
、
平
成
18
年
4
月
よ
り
適
用
と
な
り
ま
す
。

水
道
つ
う
し
ん

【水道料金は上野原市の料金体系を
そのまま適用しますので変更はありません。】

○水道料金　　　　　　　　　　　　　　（2か月計算　税込み）

基本料金

20裙まで

1,932円

2,541円

4,515円

6,300円

10,185円

17,640円

36,540円

56,700円

水量

口径

13袢

20袢

25袢

30袢

40袢

50袢

75袢

100袢以上

○水道加入負担金等（新規に水道を引き込む場合にかかる料金）

上野原市　　　　　　　　　　　（税込み）

区　分

13袢
20袢
25袢
30袢
40袢
50袢
75袢

100袢以上

設計審査手数料

5,250円

5,250円

5,250円

5,250円

5,250円

5,250円

5,250円

合　計

84,000円

210,000円

341,250円

488,250円

1,044,750円

1,543,500円

4,205,250円

企業長の定める額

区　分

13袢
20袢
25袢
30袢
40袢
50袢
75袢

100袢以上

設計審査手数料

6,300円

6,300円

6,300円

6,300円

6,300円

6,300円

6,300円

合　計

84,000円

221,550円

415,800円

667,800円

1,245,300円

2,022,300円

4,206,300円

東部地域広域水道企業団　　　　　　　（税込み）

※20袢以上の加入負担金が値上がりします。
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31,500円

10,500円

2,100円

3,150円

3,150円

52,500円

上
野
原
市
水
道
課
の
は
な
し
Ⅱ

上
野
原
市
の
給
水
は
、
大
正
2
年
、
県
下

2
番
目
に
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
が

進
む
に
つ
れ
て
人
口
は
次
第
に
増
加
し
、
給

水
量
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
し

た
。大

正
12
年
4
月
12
日
、
藤
田
胸
太
郎
町
長

は
、
増
加
す
る
給
水
に
対
応
す
る
た
め
、
水

源
地
の
調
査
を
県
の
技
師
に
依
頼
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
た
に
後
山
周
辺
山
岳
よ
り

湧
出
す
る
水
源
を
発
見
し
、
直
ち
に
水
道
工

事
拡
張
認
可
を
県
に
申
請
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
6
月
に
許
可
を
得
て
、
7
月
3
日
に
水

源
地
の
改
良
、
沈
殿
池
・
ろ
過
池
の
増
設
、

共
用
栓
の
改
廃
、
制
水
弁
の
新
設
、
排
水
溝

の
修
築
等
の
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

工
事
中
の
9
月
1
日
に
関
東
大
震
災
に
遭

い
、
各
施
設
に
大
損
害
が
生
じ
ま
し
た
が
、

復
旧
工
事
に
全
力
を
注
い
だ
結
果
、
工
事
期

間
が
遅
れ
は
し
た
も
の
の
、
大
正
13
年
1
月

3
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
給
水
量

は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
昭
和
11
年
頃
か

ら
浄
水
能
力
は
限
界
に
達
し
、
将
来
が
憂
慮

さ
れ
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

昭
和
12
年
5
月
に
総
工
費
5
万
円
を
投
じ
、

沈
殿
池
・
ろ
過
池
の
増
設
に
着
手
し
、
同
年

12
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

昭
和
12
年
上
野
原
浄
水
場
第
2
次
拡
張
工
事

▲

※
今
後
も
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
へ
の

統
合
に
向
け
て
、
業
務
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
不
明
な
点
や
疑
問
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

〒
4
0
9
―

0
6
2
2

大
月
市
七
保
町
下
和
田
4
1
5

（
蕁
22
―

0
0
9
9

蕭
22
―

5
4
7
2
）

上
野
原
市
水
道
課

〒
4
0
9
―

0
1
1
2

上
野
原
市
上
野
原
3
4
0
5

（
蕁
63
―

0
5
2
3

蕭
63
―

4
2
5
1
）

営
業
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休

業
と
な
り
ま
す
。）

市長が給水装置工事の設計をするとき

指定業者の指定をするとき

給水装置設置の設計審査

給水装置設置の工事検査

消防演習の立ち会い

給水装置の設置基準に関する確認

○各種手数料
上野原市　　　　　　　　　　　　　　（税込み）

21,000円

525円

525円

3,150円

52,500円

5,250円

指定業者の指定をするとき

給水装置設置の設計審査

給水装置設置の工事検査

消防演習の立ち会い

給水装置の設置基準に関する確認

新設工事の分岐立ち会い

東部地域広域水道企業団　　　　　　　　　　（税込み）
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子
育
て
講
演
会
の

お
知
ら
せ

「
乳
幼
児
期
に
育
つ
も
の
・
育
て
た
い
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
子
育
て
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

託
児
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
演
題

「
乳
幼
児
期
に
育
つ
も
の
・

育
て
た
い
も
の
」

●
講
師

師
岡
　
章
先
生

白
梅
学
園
短
期
大
学
保
育
科
助
教
授

●
日
時

2
月
26
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会
議
室
2

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
申

し
込
み
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4

0
9
）

●
締
切

2
月
17
日（
金
）

市
文
化
講
演
会
の
お
知
ら
せ

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
１
９
５
８
年
　
埼
玉
県
生
ま
れ

・
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
修
了

・
男
性
保
育
者
と
し
て
、
20
年
間
保

育
に
従
事
し
た
後
、
國
學
院
大
學

幼
児
教
育
専
門
学
校
を
経
て
、
１

９
９
９
年
よ
り
現
職

ま
た
、「
地
域
の
子
育
て
支
援
指
導

者
の
研
修
の
あ
り
方
」（
こ
ど
も
未

来
財
団
）
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

・
共
著
「
子
ど
も
の
育
ち
と
文
化
」

（
相
川
書
房
）

ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
日
本
。

わ
れ
わ
れ
が
、
ど
う
考
え
ど
う
行
動
す
べ
き
か
。

日
本
の
国
際
的
地
位
は
？
常
任
理
事
国
入
り
は
可
能
か
？
そ
の
目
的
は
？

靖
国
参
拝
は
内
政
干
渉
か
？

●
演
題

「
国
際
情
勢
と
日
本
」

●
講
師

佐
藤
行
雄
先
生（
元
国
連
大
使
・

現
国
家
公
安
委
員
会
委
員
）

●
日
時

2
月
24
日（
金
）午
後
5
時
30
分
〜

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル

●
定
員

300
名

●
主
催

上
野
原
市
・
上
野
原
市
教
育
委
員

会
●
申
込
み

電
話
ま
た
は
お
ハ
ガ
キ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4

0
9
）

〒
4
0
9
―

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野

原
3
8
3
2

●
締
切

2
月
20
日（
月
）

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
1
9
3
9
年
生
ま
れ

・
外
務
省
入
省

・
在
米
大
使
館
書
記
官
、
大
蔵
省
主
計
局
主

査（
科
学
技
術
・
文
化
担
当
）、
外
務
省
大

臣
官
房
機
能
強
化
対
策
室
長
、
ア
メ
リ
カ

局
安
全
保
障
課
長
、
園
田
直
外
務
大
臣
秘

書
官
、
在
英
大
使
館
参
事
官
、
国
際
戦
略

問
題
研
究
所
へ
出
向
、（
兼
）在
ロ
ン
ド
ン

総
領
事
、
宮
崎
県
警
察
本
部
長
、
外
務
省

官
房
総
務
課
長
、
国
会
担
当
審
議
官
、
在

香
港
総
領
事
、
情
報
調
査
局
長
、
北
米
局

長
、
駐
オ
ラ
ン
ダ
大
使
、
駐
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
大
使
、
国
際
連
合
日
本
政
府
常
駐
代

表（
大
使
）、
財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研

究
所
理
事
長
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員
を

歴
任
す
る
。

※
イ
ラ
ス
ト
出
典
『
暮
ら
し
に
役
立
つ
イ
ラ
ス
ト
カ
ッ
ト
集
』「
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊
」

師岡　章先生

佐藤行雄先生
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《若者をねらう悪質商法》ＮＯ.1

●相談窓口 上野原警察署（蕁63―0110） 消費生活センター（蕁055―235―8455）
県民相談センター（蕁055―223―1366） 市役所生活環境課生活環境担当（蕁62―3114）

【マルチ商法】 ●健康食品、化粧品、美顔器など

友人や知人から、一切販売目的を告げず、
「楽しいサークルがある」「絶対儲かる話があ
る」と説明会へ誘われます。会員になり高額
な商品を購入させられます。

気まずい思いをしても、
キッパリと断ること！

楽しいサークルがあるから参加しない？・・・！

「「貸貸ししまますす詐詐欺欺」」ににごご注注意意くくだだささいい！！！！
最近、大手金融機関などを装って、「お金を貸します」

といった内容の偽物ＤＭ（ダイレクトメール）や携帯
メール等を送りつけて、保証金や保険金名目でお金を
騙し取る新手の手口が急増しています。
このような詐欺行為を「貸します詐欺」といいます。

被害にあわないよう十分にご注意ください。

（第一のポイント）
■取引関係のないところから突然送られてくる、「お金
貸します」とのダイレクトメール（ＤＭ）・携帯メ
ール等に注意してください。
（低金利で、しかも高額を貸し付けるかのような広告
に注意）

（第二のポイント）
■融資をする前に、様々な口実でお金を振り込まそう
とする手口に注意してください。
（保証料、保険料などの名目で必ずお金を要求してき
ます。）

（第三のポイント）
■「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、送金の
前に以下に問い合わせしてください。

●問い合わせ 「貸します詐欺」被害ホットライン
（蕁03―5320―4775）東京都貸金業対策課
平日　午前9時～正午　午後1時～4時30分

騙されないために

※夜間・休日は、留守番電話の「受付ダイヤル」にな
ります。

九州地方在住の女性は、9月下旬、自宅に送られてき

たＤＭを見て50万円の融資を申し込んだところ、担当

者から翌日電話があり、「本審査が通りました。登録料

5万5千円が必要です。そのお金は融資のときに返還し

ます。」などと言われ振り込んでしまった。

その後、「登録のエラーが出たのでもう一度振り込ん

でください。」「保証人は要りませんが一時保険金に加

入のため12万3千円が必要です。」などと言われ、総額

22万3千円を振り込んだが、その後の融資は行われなか

った。

ＤＭでは大手の金融機関のグループ会社を装ってい

たが、東京都の調べでは、そのような業者はいなかっ

た。

※以上のような手口のほかにも、「信用保証期間への紹
介」や「債務データの改善」など様々な理由をつけ
て、融資をする前に必ずお金を振り込ませようとし
ます。

被害実例

騙されないよう十分ご注意ください。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

下
水
道
Ｑ
＆
Ａ（

排
水
設
備
編
）

Ｑ
排
水
設
備
設
置
工
事
は
、
誰
の

責
任
で
行
う
の
で
す
か
？

Ａ
排
水
設
備
設
置
工
事
は
、
建
築

物
の
所
有
者
が
、
実
施
を
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
借
家
人

な
ど
所
有
者
以
外
で
も
工
事
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
そ

の
際
に
は
建
物
の
所
有
者
の
同

意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
排
水
設
備
設
置
工
事
や
水
洗
便

所
改
造
工
事
な
ど
を
す
る
場

合
、
自
由
に
業
者
を
選
ん
で
も

よ
い
の
で
す
か
？

Ａ
排
水
設
備
設
置
工
事
や
水
洗
便

所
改
造
工
事
は
市
が
指
定
し
た

「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で

な
け
れ
ば
工
事
で
き
ま
せ
ん
。

指
定
工
事
店
は
現
在
57
業
者
が

あ
り
、
店
名
・
連
絡
先
等
に
つ

い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
下
水
道
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
要
す
る
に
、
く
み
と
り
便
所
を

水
洗
便
所
に
変
え
れ
ば
い
い
の

で
す
ね
？

Ａ
く
み
と
り
便
所
を
水
洗
便
所
に

変
え
る
だ
け
で
は
十
分
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
便
所
ば
か
り
で
な

く
、
風
呂
や
台
所
、

洗
濯
等
か
ら
流
れ

出
る
生
活
排
水
も

す
べ
て
下
水
道
に

接
続
し
な
い
と
環

境
改
善
に
な
ら
な

い
か
ら
で
す
。

下
水
道
へ
の
切
り

替
え
加
入
に
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま

す
。

Ｑ
下
水
道
使
用
料
の

使
い
道
は
？

Ａ
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
下
水

道
使
用
料
は
、
主

に
下
水
道
処
理
場

の
運
転
・
管
理

や
、
下
水
道
管
渠

か
ん
き
ょ

の
清
掃
・
修
理
な

ど
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費

用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
排
水
設
備
工
事
は
お
早
め
に
》

下
水
道
の
供
用
開
始
後
3
年
目

の
年
度
末
に
は
、
各
指
定
店
に
工

事
の
依
頼
が
集
中
し
、
工
事
を
こ

な
し
き
れ
な
い
指
定
店
が
続
出
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
供
用

開
始
後
３
年
以
内
に
工
事
が
完
了

し
な
い
と
、
補
助
金
や
融
資
あ
っ

せ
ん
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
工
事
着
手
は
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

下
水
道
の
は
な
し

●
訂
正
と
お
詫
び

12
月
号
広
報
の
下
水
道
Ｑ
＆
Ａ

で
「
上
水
道
使
用
料
と
下
水
道
使

用
料
を
合
わ
せ
る
と
切
り
替
え
時

の
ほ
ぼ
倍
か
か
り
ま
す
。
3
〜
4

倍
か
か
る
と
い
う
の
は
誤
り
…
」

と
記
述
し
ま
し
た
が
、
口
径
13
袢

で
21
裙
未
満
使
用
の
場
合
約
3
倍

に
な
る
例
が
あ
り
ま
す
。
訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

▲生活排水で汚染される河川（巌地区松留にて）12月16日撮影

市
教
育
委
員
会
は
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
等
の
安
全
を
守
る
た
め
、

昨
年
10
月
か
ら
市
内
の
2
人
の
方
に「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー（
地

域
学
校
安
全
指
導
員
）」を
お
願
い
し
ま
し
た
。

市
内
の
全
小
学
校
を
対
象
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
全
小

中
学
校
か
ら
全
小
中
学
校
の
保
護
者
、
地
区
区
長
、
民
生
委
員
、
駐
在
所
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
は
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
2
人
と
活
動
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

1

学
校
施
設
や
設
備
の
点
検（
危
険
箇
所
等
の
チ
ェ
ッ
ク
）

2

始
業
時
・
授
業
中
・
休
憩
時
間
・
放
課
後
の
校
内
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

3

教
職
員
・
児
童
・
保
護
者
へ
の
危
機
管
理
意
識
の
啓
発

4

学
校
安
全
お
よ
び
不
審
者
に
関
す
る
情
報
の
整
理
・
管
理

5

児
童
の
通
学
路
等
の
点
検（
危
険
箇
所
等
の
チ
ェ
ッ
ク
）と
安
全
指
導

●
服
装

帽
子（
前
部
に
S
G
L
文
字
入
り
濃
紺
）を
か
ぶ
り
、
胸
に
名
札
を
吊
る

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
8
）

中村主税さん

大
目
小
学
校

甲
東
小
学
校（
和
見
分
校
を
含
む
）

四
方
津
小
学
校

島
田
小
学
校

秋
山
小
学
校

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
を
お
願
い
し
ま
し
た

担
当
学
校

守屋忠文さん

沢
松
小
学
校

大
鶴
小
学
校

上
野
原
小
学
校

棡
原
小
学
校

西
原
小
学
校
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
大
月
保
健
所
）

大
月
市
大
月
町
花
咲
1
6
0
8
―
3
（
蕁
22
│

7
8
2
4
）

「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康

づ
く
り
運
動（
健
康
日
本
21
）」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

健
康
日
本
21
は
、
が
ん
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
歯
周
病

と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
一
次
予

防
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

一
次
予
防
と
は
、
食
生
活
や
運

動
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
、
ア
ル
コ

ー
ル
な
ど
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

生
活
習
慣
病
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と

で
す
。

山
梨
県
で
は
健
康
づ
く
り
計
画

「
健
や
か
山
梨
21
」
を
策
定
し
て
、

寝
た
き
り
な
ど
に
な
ら
ず
に
自
立

し
た
生
活
の
で
き
る
期
間（
健
康

寿
命
）を
の
ば
す
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

2
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
一

週
間
は
「
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
」

で
す
。

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な

い
も
の
が
多
く
、
体
の
不
調
や
痛

み
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
安
心
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
自
分

の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
困
っ
た
と
き
は
保

健
所
・
市
町
村
・
病
院
な
ど
の
専

門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
山
梨
県
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
》

1
回
の
治
療
が
高
額
な
特
定
不

妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
対
象
者

①
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
法
律

上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

②
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法

に
よ
り
妊
娠
見
込
み
が
な
い
。

ま
た
は
、
極
め
て
少
な
い
と
診

断
さ
れ
て
い
る
。

③
夫
婦
の
前
年
の
所
得
合
計
が
650

万
円
未
満

①
〜
③
を
満
た
し
て
い
る
方
が
対

象
●
対
象
と
な
る
治
療

指
定
し
た

医
療
機
関
で
行
っ
た
特
定
不
妊

治
療（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）

が
対
象
で
、
治
療
が
終
了
し
た

日
の
属
す
る
年
度
内
に
申
請
が

必
要
で
す
。

●
助
成
の
額
・
期
間

1
年
度
あ

た
り
10
万
円
を
限
度
に
、
通
算

2
年
助
成
し
ま
す
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

富
士
北

麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健
康
福

祉
部（
大
月
保
健
所
）健
康
支
援

課（
蕁
22
―

7
8
2
7
）

伝
　
　
言
　
　
板

平成18年上野原市消防団出初式

1月8日、旧上野原中グラウンドにおいて、平成18年
上野原市消防団出初式が、各地区の消防団員や婦人消
防隊員、消防関係者等多くの参加により盛大に行われ
ました。
式では、分列行進や消防活動に功績のあった消防団

員の表彰や消防功労者への伝達、秋山第一分団の小型
ポンプ操法や島田分団のポンプ車操法などが行われま
した。

富士山への良好な眺望を得られる地点を選定し、周
辺の景観の保全や活用への支援をとおして、美しい地
域づくりの推進のために実施された、国土交通省の
「関東の富士見百景」（128景が選定）に、犬目宿直売所
が応募した犬目地区内からの富士山が選ばれました。
※関東の富士見百景の詳細は、国土交通省関東地方
整備局のホームページで紹介しています。
URL http://www.ktr.mlit.go.jp

犬目地区内（遠見）からの富士山が
「関東の富士見百景」に選ばれました

犬
目
地
区
内（
遠
見
）か
ら
の

富
士
山

▲

選
定
を
市
長
に
報
告
す
る

犬
目
宿
直
売
所
の
梶
野
松

男
さ
ん
と
清
水
正
秀
さ
ん

▲
山
口
副
団
長
の
総
指
揮
の
も
と

消
防
団
員
の
整
列

▲

島
田
分
団
ポ
ン
プ
車
操
法

▲



介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
専

門
的
な
見
地
か
ら
調
査
審
議
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
運
営
に
市
民

の
意
見
を
反
映
し
、
円
滑
な
事
業

の
遂
行
が
で
き
る
よ
う
介
護
保
険

運
営
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
協
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

若
干
名（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

●
任
期

平
成
18
年
度
か
ら
3
年

間
●
協
議
会
開
催
日
数

年
3
回
程

度
●
応
募
締
切

2
月
17
日（
金
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
健

康
課
高
齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
3
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

市
で
は
、
現
在
、「
上
野
原
市
総

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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合
福
祉
等
計
画
」の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、

地
域
福
祉
計
画
や
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
お

よ
び
障
害
者
福
祉
計
画
等
を
一
体

的
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
の「
上
野
原
市
総
合
福
祉
等

計
画
」の
中
の「
地
域
福
祉
計
画
」

の
策
定
に
あ
た
り
、
20
歳
以
上
の

市
内
居
住
者
の
中
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
て
、「
地
域
福
祉
」に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。ま

た
、
同
時
に「
障
害
者
福
祉

計
画
等
」の
策
定
の
た
め
に
、『
障

害
者
関
連
計
画
策
定
の
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
』を
身
体
障
害

者
手
帳
等
保
持
者
に
対
し
て
実
施

い
た
し
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
各
計
画
策
定
に
向
け
た
重
要

な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
お
忙

し
い
と
こ
ろ
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
地
域
福
祉
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

福
祉
課
福

祉
総
務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

5
）

障
害
者
関
連
計
画
策
定
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

福
祉
課

障
害
福
祉
担
当
（
蕁
62
―

3
1

1
5
）

ご
み
の
分
別
排
出
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い

今
日
の
豊
か
な
生
活
は
、
大
量

生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型

の
経
済
活
動
に
よ
り
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
廃
棄
物
の
多

量
排
出
に
よ
り
、
全
国
的
に
最
終

処
分
場
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
内
に
は
最
終
処
分
場
が
な

い
た
め
、
他
県
に
受
け
入
れ
を
お

願
い
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

み
な
さ
ん
に
は
、
ご
み
の
減
量

化
と
資
源
化
に
よ
る
再
利
用
を
促

進
す
る
た
め
、
正
し
い
分
別
排
出

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
分
け
方
》

ご
み
分
別
収
集
日
日
程
表（
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
）の
と
お
り

で
す
。

※
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
市
役
所

窓
口
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

在
庫
が
あ
り
ま
す
。

《
出
し
方
》

ご
み
は
朝
8
時
ま
で
に
、
決
め

ら
れ
た
集
積
所
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。（
ご
み
の
量
や
天
候
に
よ
っ
て

は
収
集
経
路
や
時
間
が
変
更
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

ご
み
は
透
明
・
半
透
明
の
袋
で

お
出
し
く
だ
さ
い
。

①
可
燃
ご
み
（
紙
く
ず
・
生
ご
み

等
）

※
缶
や
ビ
ン
な
ど
の
異
物
を
混
入

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
生
ご
み
は
水
切
り
を
す
る
だ
け

で
減
量
化
が
図
れ
ま
す
。

②
ビ
ン
類
（
セ
ト
モ
ノ
を
含
む
）

※
割
れ
ガ
ラ
ス
・
蛍
光
管
・
電
球

は
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
金
属
製
の
キ
ャ
ッ
プ
等
は
必
ず

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

③
缶
類
（
細
か
い
金
属
で
異
物
が

付
い
て
な
い
も
の
を
含
む
）

※
乾
電
池
は
透
明
な
袋
に
入
れ
て

別
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
プ
レ
ー
缶
は
目
立
つ
よ
う
に

穴
を
開
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

④
資
源
ご
み
（
段
ボ
ー
ル
・
新
聞

紙
・
雑
誌
・
牛
乳
パ
ッ
ク
）

※
雨
天
の
場
合
に
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
。
翌
月
の
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
不
燃
性
粗
大
ご
み
（
有
料
）

※
地
域
で
決
め
ら
れ
た
収
集
日
の

前
日
午
前
中
ま
で
に
、
電
話
予

約
を
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
10
裴
あ
た
り
410
円
）

※
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

ま
れ
る
場
合
に
は
、
時
間
厳
守

で
お
願
い
し
ま
す
。（
10
裴
あ

た
り
360
円
）

⑥
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
ー

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
（
卵

の
パ
ッ
ク
等
）
は
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
ご
み
箱

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
源
物
に

汚
れ
が
移
り
、
選
別
作
業
の
負

担
に
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
ご

み
等
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

《
処
分
で
き
な
い
も
の
》

建
築
廃
材
、
危
険
物
、
そ
の
他

の
も
の（
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ

ー
・
農
機
具
・
ピ
ア
ノ
等
）は
処

分
で
き
ま
せ
ん
。
専
門
の
処
理
業

者
や
販
売
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。テ

レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫

（
冷
凍
庫
）
・
洗
濯
機
、
パ
ソ
コ

ン
、
オ
ー
ト
バ
イ
は
お
引
き
取
り

で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
サ

イ
ク
ル
制
度
に
従
っ
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
分
解
な
ど
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
細

か
く
壊
し
て
も
お
引
き
取
り
し
ま

せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
―

5
3
5
3
）



2 問い合わせ
子育て支援担当
電話 62-3115
保健担当
電話 62-4134

13 広報うえのはら　平成18年2月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（2/1～3/10までの予定）
《上野原会場》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※対象児にはお知らせを郵送します。

《秋山会場》

◎受付時間 午後1：30～2：00
◎場　　所 国保直営診療所（秋山診療所）
※3～4か月児健診、9～10か月児健診対象児にはお
知らせを郵送します。

《秋山会場》

◎持 ち 物 母子健康手帳・問診票・早朝尿（3歳
児のみ）

◎受付時間 午後1：30～2：00（受付は各健診ご
とに時間差で行います。詳細は通知
をご覧ください。）

◎場　　所 国保直営診療所（秋山診療所）
※対象児にはお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「こどもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 2月27日（月）予約制になります。
◎スタッフ　小児神経医師・心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※電話でお申し込みください。

★健康相談（2/1～3/10までの予定）
《血圧が気になる人の健康相談》

《血糖が気になる人の健康相談》

《すこやか健康相談》

◎対 象 者 市内にお住まいの方
◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）

筆記用具
◎内　　容　血圧測定・血糖測定、尿検査等
○血圧健康相談 高血圧予防の方法や健康相談
○血糖健康相談 糖尿病予防のための日常生活の

過ごし方や健康相談
○すこやか健康相談 体脂肪測定
※秋山地区の健康相談では、母子健康手帳交付、
妊婦・乳幼児相談も行います。

保健担当保健担当持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
歯ブラシ・問診票
母子健康手帳
歯ブラシ・問診票
母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

3～4
か月児

9～10
か月児

1 歳
6か月児

3 歳 児

2 歳 児
歯科健診

該当児
平成17年
10月生
平成17年
4月生
平成17年
5月生
平成16年
7月生
平成16年
8月生
平成14年
11月生
平成16年
1月下旬
生・2月生

実施日
2月24日
（金）
2月1日
（水）
3月1日
（水）
2月10日
（金）
3月10日
（金）
2月15日
（水）

3月7日
（火）

実施日
2月 7日（火）
2月14日（火）
2月20日（月）
2月22日（水）
2月27日（月）

時　　　間
午後 2：00～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30

場　　　所
秋 山 公 民 館
甲 東 支 所
巌 支 所
ふるさと長寿館
ＪＡクレイン大鶴支店

実施日
2月 3日（金）
2月 8日（水）
2月13日（月）
2月17日（金）
2月24日（金）
3月 2日（木）
3月 7日（火）

時　　　間
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午前 9：30～ 11：00
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 2：00～ 3：30

場　　　所
コモア1丁目集会所
保健センター
島 田 支 所
西 原 支 所
大 目 支 所
ふるさと長寿館
秋 山 公 民 館持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

乳児
健康相談

該当児
秋山地区
全乳児

実施日
2月28日
（火）

幼児健診

該　当　児
1歳6か月児：平成16年7・8・9月生
2 歳 児：平成15年12月・

平成16年1月・2月生
3 歳 児：平成14年11月・12月・

平成15年1月生

実施日

2月21日
（火）

実施日
3月 8日（水）

時　　　間
午後 1：30～ 3：30

場　　　所
保健センター



3
4
0
9
）

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
興
味
が
あ
る
20
歳
以
上
の

方（
総
務
省
お
よ
び
電
気
通
信

事
業
関
連
企
業
に
勤
務
経
験
の

あ
る
方
並
び
に
そ
の
家
族
を
除

く
。）

●
活
動
内
容

年
2
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査（
全
員
）お
よ
び
年
1

回
の
会
議
へ
の
出
席（
一
部
）

（
別
途
謝
礼
金
の
支
給
あ
り
）

●
任
期

4
月
1
日
か
ら
1
年
間

●
応
募
方
法

2
月
20
日（
月
）ま

で
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
で
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
応
募
の
動
機
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
お
持
ち
の

方
の
み
）を
記
入
の
う
え
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
1
0

0
│

8
7
9
5

千
代
田
区
丸

の
内
1
―

6
―

1
関
東
総
合
通
信

局
電
気
通
信
事
業
課（
蕁
0
3
―

5
2
2
0
―

5
4
0
6
）

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す

る
。

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
備

え
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
消
防

課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

2
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
月
2
回
も

み
じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育
て

プ
レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放
し

て
い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所
と

し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

2
月
8
日（
水
）・
22
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
一
度
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
は
、
再
度
申
し

込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か
か

る
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
も
、
原

則
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
1
割

負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所

得
に
応
じ
て
4
つ
の
区
分
に
分
か

れ
て
負
担
の
上
限
額
が
決
め
ら

れ
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
新
し
い
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
》

自
立
支
援
給
付
と
し
て
、
次
の

し
く
み
に
な
り
ま
す
。

●
介
護
給
付

障
害
程
度
が
一
定

以
上
の
人
に
、
生
活
上
ま
た
は

療
養
上
の
必
要
な
介
護
を
行
い

ま
す
。（
居
宅
介
護
や
施
設
入

所
支
援
等
）

●
訓
練
等
給
付

身
体
的
、
社
会

的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

就
労
に
つ
な
が
る
支
援
を
行
い

ま
す
。（
自
立
訓
練
や
共
同
生

活
援
助
等
）

《
自
立
支
援
医
療
と
は
》

こ
れ
ま
で
の
医
療
費
の
し
く
み

で
あ
る
更
生
医
療
と
育
成
医
療
お

よ
び
精
神
通
院
医
療
の
3
つ
が
自

立
支
援
医
療
制
度
に
一
本
化
さ

れ
、
別
々
に
行
わ
れ
て
い
る
申
請

手
続
き
や
利
用
者
負
担
が
共
通
化

さ
れ
ま
す
。

《
サ
ー
ビ
ス
変
更
時
期
》

平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
利
用

者
負
担
の
変
更
お
よ
び
自
立
支
援

医
療
制
度
が
始
ま
り
、
新
し
い
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
平
成
18
年
10

障
害
者
自
立
支
援
法
が

始
ま
り
ま
す

《
障
害
者
自
立
支
援
法
と
は
》

現
在
、
障
害
者
の
方
は
障
害
の

種
類
や
年
齢
に
よ
り
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。

新
し
く
成
立
し
た
障
害
者
自
立

支
援
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
複
雑
に

組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
一
元
化
し
、
ど
の
障
害
の

人
も
共
通
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
に
お
い
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

仕
組
み
を
改
め
、
障
害
の
あ
る

人
々
の
自
立
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。

《
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
し
く
み
》

こ
れ
ま
で
の
居
宅
生
活
支
援
や

施
設
訓
練
支
援
、
身
体
・
知
的
・

児
童
お
よ
び
精
神
に
分
か
れ
て
い

る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、
障
害

種
別
に
関
係
な
く
、
自
立
支
援
給

付
や
自
立
支
援
医
療
、
地
域
生
活

支
援
事
業
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
・

事
業
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
現
在
支
援
費
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
引
き

続
き
平
成
18
年
9
月
30
日
ま
で
の

経
過
的
措
置
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

『
あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し見

張
り
役
』

上
野
原
市
消
防
本
部
で
は
、
3

月
1
日（
水
）か
ら
7
日（
火
）ま
で
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し

て
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候

と
な
る
こ
の
季
節
に
、
火
災
予
防

の
呼
び
か
け
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

《
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
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①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が

あ
る
こ
と

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
す

る
親
族（
婚
姻
の
届
出
を
し
な

い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
方
、
ま
た
は

婚
姻
予
定
者
）が
い
る
こ
と

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
同
居
の
親

族
全
員
の
所
得
金
額
か
ら
、
政

令
で
定
め
る
額
を
控
除
し
、
12

か
月
で
割
っ
た
額
が
、
20
万
円

（
高
齢
者
等
に
つ
い
て
は
26
万

8
千
円
）以
下
で
あ
る
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

た
だ
し
、
②
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
単
身
入
居
で
き
る
方
は
、

次
の
イ
か
ら
ヘ
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

常
時
介
護
を
受
け
る
必
要
の
あ
る

方
等
は
除
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

イ
　
50
歳
以
上
の
方

ロ
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
別
表

第
五
号
の
一
級
か
ら
四
級
ま
で

の
方

ハ
　
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
基

づ
く
認
定
を
受
け
て
い
る
方

ニ
　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方

ホ
　
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
被

保
護
者

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
北
都

留
学
園
文
化
展
の
お
知
ら
せ

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
北
都
留

学
園
で
は
、
勧
学
院
に
学
ぶ
1
・

2
年
生
合
計
82
人
の
ク
ラ
ブ
活
動

や
普
段
の
趣
味
を
生
か
し
た
書
・

墨
絵
・
写
真
・
手
芸
品
・
詩
歌
等

の
文
化
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
ど
の
作
品
も
力
作
ぞ
ろ
い

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
北
麓
・
東

ヘ
　
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
、
引

き
揚
げ
た
日
か
ら
5
年
を
経
過

し
て
い
な
い
方

●
募
集
期
間

2
月
10
日（
金
）〜

28
日（
火
）午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時（
た
だ
し
、
土
・
日
曜

は
除
く
）

※
申
請
書
は
建
設
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
な
お
、
申
請
書
提

出
に
際
し
、
簡
単
な
聞
き
取
り

を
行
い
ま
す
。

●
補
欠
入
居
該
当
者
の
有
効
期
間

平
成
18
年
4
月
1
日
〜
平
成
19

年
3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

●
敷
金

使
用
料
の
3
か
月
分

●
申
請
場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
担
当（
蕁
62
―

3
1

2
3
）
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区　　　分 日　　　時 場　　所

子供の心配ごと相談

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

子供のいじめ相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

9日・23日 市老人福祉センター

市老人福祉センター
63-3444

奈良貞夫さん宅
63-1029

もみじホール相談室

もみじホール
会議室１

町商工会

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 4：00
毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
毎日
午後 6：00 ～ 午後 9：00

9日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

2月の相談日

63-5700
0120-28-7830

午前 10：00 ～ 午後 3：00
7日・21日

20日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
3階和室

市役所会議室A
秋山公民館

会場

大月市民会館

１階展示フロアー

もみじホール

2階会議室2

展示時間

午後1時～4時30分

午前9時～午後4時

午後1時～4時30分

午前9時～午後4時

月　日

2月17日（金）

2月18日（土）

2月19日（日）

2月20日（月）

部
教
育
事
務
所（
蕁
45
│

7
8
2

1
）

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
、（

）
内
は
旧
所
属
）

〈
退
職
〉

〔
11
月
30
日
付
け
〕

▼
塩
路
博
昭（
市
立
病
院
診
療
放

射
線
技
士
）

▼
坂
本
慎
吾（
市
民
課
主
事
）

〔
12
月
31
日
付
け
〕

▼
本
間
　
元（
市
立
病
院
内
科
医

長
）

▼
矢
羽
根
英
樹（
市
立
病
院
臨
床

工
学
技
士
）

▼
庄
子
理
絵（
市
立
病
院
理
学
療

法
士
）

平
成
18
年
度
市
営
住
宅

補
欠
入
居
者
募
集

市
で
は
、
平
成
18
年
度
市
営
住

宅
補
欠
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

●
使
用
料

政
令
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
収
入
等
に
よ
っ
て

決
定
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
条
件
に

す
べ
て
該
当
す
る
こ
と
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（E
xcel

）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
情
報
検
索
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン（Pow

erPoint

）な
ど
を
実

習
し
ま
す
。

●
日
時
　
2
月
27
日
、
28
日
、
3

月
1
日
、
2
日
の
全
4
回
　
午

後
5
時
〜
7
時

●
受
講
料
　
3
0
0
0
円

●
対
象
者
　
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ

ス
な
ど
の
基
本
操
作
が
で
き
る

中
学
生
以
上
の
方

●
定
員
　
10
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
場
所
　
帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

教
室

●
申
込
み
方
法

2
月
1
日（
水
）

〜
17
日（
金
）電
話
受
付

な
お
、
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

帝
京

科
学
大
学
公
開
講
座
係（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

国
民
年
金
加
入
の

み
な
さ
ん
へ

《
学
生
納
付
特
例
の
申
請
》

国
民
年
金
に
加
入
中
の
学
生

は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
保

険
料
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
は
大
学（
大
学
院
）・
短

大
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
・
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

そ
の
他
の
教
育
施
設
の
一
部
に
在

学
す
る
学
生
で
、
本
人
の
前
年
所

得
118
万
円
以
下
の
場
合
に
猶
予
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
17
年
度
よ
り
猶
予
対
象
所

得
が
改
正
さ
れ
、
68
万
円
以
下

か
ら
118
万
円
以
下
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

17
年
度
分
の
学
生
納
付
特
例
の

申
請
は
、
す
で
に
昨
年
の
4
月
か

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
猶
予
を

希
望
さ
れ
る
学
生
は
、
印
鑑
と
学

生
証
を
持
参
し
て
、
市
民
課
国
保

年
金
担
当
お
よ
び
、
お
近
く
の
支

所
で
早
め
に
申
請
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
猶
予
が
承
認
さ
れ
れ
ば
平
成
17

年
4
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

昨
年
度
学
生
納
付
特
例
が
承
認

さ
れ
て
い
る
方
も
、
17
年
度
分
の

申
請
を
再
度
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
年
度
中
に
20
歳

に
な
る
学
生
は
誕
生
月
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

《
保
険
料
の
納
付
等
の

相
談
会
を
行
い
ま
す
》

市
で
は
、
山
梨
社
会
保
険
事
務

局
大
月
事
務
所
と
合
同
で
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
相
談
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な課題や市民のみなさ

んの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしていますので、どうぞ
お気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課企画調整担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

2月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、
2月24日（金）午前9時から11時です。

ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

2
月
23
日（
木
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時
30
分

●
場
所

市
役
所
会
議
室
Ａ（
1

階
市
民
課
隣
り
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事

務
所（
蕁
22
―

3
8
1
1
）

市
民
プ
ー
ル
か
ら
お
知
ら
せ

市
民
プ
ー
ル
で
は
「
水
中
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
」
を
週
2
回（
月
曜

日
・
木
曜
日
）実
施
し
て
い
ま
す
。

寒
い
時
期
は
と
か
く
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
で
す
の
で
、
温
水
プ

ー
ル
で
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時
　
毎
週
月
・
木
曜
日

月
曜
日
は
午
後
1
時
40
分
〜

木
曜
日
は
午
前
10
時
30
分
〜

そ
れ
ぞ
れ
30
分
間

●
申
込
み

随
時
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
参
加
費
に
つ
い
て
は
無
料
で

す
。（
プ
ー
ル
利
用
料
の
み
大

人
400
円
、
高
齢
者
200
円
が
か
か

り
ま
す
。）

●
用
意
す
る
も
の

水
着
、
水
泳

キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
等

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル（
蕁
63
│

6
0
7
0
）

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
次
の
日

程
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
を
開
講

し
ま
す
。

文
書
作
成（W

ord

）や
表
計
算
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

大
月
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

《
申
告
書
は
ご
自
分
で

書
い
て
提
出
は
お
早
め
に
》

大
月
税
務
署
で
は
「
申
告
書
は

ご
自
分
で
書
い
て
提
出
は
お
早
め

に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
確

定
申
告
書
の
自
書
申
告
と
早
期
提

出
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

3
月
に
入
る
と
、
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申

告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
お
よ
び
贈
与
税
の
申

告
・
納
税
期
限
は
3
月
15
日

（
水
）で
す
。

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
申
告
・
納
税
期

限
は
3
月
31
日（
金
）で
す
。

《
消
費
税
出
張
申
告

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
》

平
成
15
年
分
の
課
税
売
上
高
が

1
千
万
円
を
超
え
て
い
る
方
は
、

平
成
17
年
分
か
ら
新
た
に
消
費
税

の
課
税
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

大
月
税
務
署
で
は
、
次
の
日
程

で
消
費
税
の
出
張
相
談
会
を
開
催

し
、
消
費
税
確
定
申
告
書
の
作
成

の
ア
ド
バ
イ
ス
お
よ
び
申
告
書
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
日
時

2
月
17
日（
金
）・
27
日

（
月
）・
3
月
6
日（
月
）・
10
日

（
金
）の
4
日
間

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
4
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
持
ち
物

・
平
成
17
年
分
の
「
署
か
ら
送
付

さ
れ
た
申
告
書
」

・
収
入
金
額
・
必
要
経
費
の
わ
か

る
も
の

・
計
算
器
具

・
筆
記
用
具

・
印
鑑

※
混
雑
時
に
は
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内
》

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
書

等
を
作
成
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

手
軽
に
確
定
申
告
書
等（
所
得

税
の
確
定
申
告
書
・
決
算
書
・
収

支
内
訳
書
・
消
費
税
の
確
定
申
告

書
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
を
そ

の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

24
時
間
い
つ
で
も
、
ご
自
宅
等

の
パ
ソ
コ
ン
で
ご
自
分
の
確
定
申

告
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
株
式
等
の
譲
渡
所
得
の

あ
る
方
は
、
同
コ
ー
ナ
ー
で
確
定

申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
土
地
・
建
物
等
の
譲
渡

所
得
の
あ
る
方
な
ど
、
ご
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
蕁
22
│

3
1
5
3
）

確
定
申
告
書
お
よ
び
改
正
消

費
税
申
告
・
納
税
の
作
成
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

社
団
法
人
大
月
青
色
申
告
会
上

野
原
支
部
で
は
、
次
の
と
お
り
確

定
申
告
書
お
よ
び
改
正
消
費
税
申

告
・
納
税
の
作
成
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

2
月
10
日（
金
）・
16
日

（
木
）
・
21
日
（
火
）
・
23
日

（
木
）・
3
月
6
日（
月
）の
5
日

間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
受
付
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室（
2
月
10
日
の
み
1
階
会

議
室
1
）

●
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
大
月

青
色
申
告
会
上
野
原
支
部

（
蕁
23
―

3
5
4
5
）

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
在
職
者
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

《
初
心
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座
》

●
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て

使
う
方

●
日
程

4
月
6
・
7
日
の
2
日

間
●
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
定
員
　
15
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

《
機
械
科
・
服
飾
科
》

●
訓
練
期
間
　
4
月
〜
9
月（
6
か

月
間
）

●
応
募
資
格

公
共
職
業
安
定
所

の
求
職
申
込
者

●
受
講
料

無
料（
教
科
書
代
等

は
自
己
負
担
）

●
申
込
み
期
限

2
月
27
日（
月
）

《
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
・

電
気
シ
ス
テ
ム
科
》

●
訓
練
期
間
　
4
月
〜
3
月（
1
年

間
）

●
応
募
資
格

高
等
学
校
を
卒
業

し
た
方（
平
成
18
年
3
月
卒
業

見
込
み
者
を
含
む
）で
原
則
と

し
て
30
歳
以
下
の
求
職
者

●
入
学
金
・
授
業
料
　
無
料（
教

科
書
代
等
は
自
己
負
担
）

●
申
込
み
期
限

2
月
24
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

都
留
高
等
技
術
専
門
校（
蕁
43
―

8
9
1
1
）

12月11日、もみじホールにおいて、都
留文科大学教授の牛山恵さんを講師に招
いて、上野原市男女共同参画基礎講座「絵
本にみる男女共同参画」が行われました。
昨年6月に上野原市男女共同参画計画

「上野原スマイルプラン」が策定され、こ
の計画により市でも様々な取り組みをし
ていきます。

男女共同参画基礎
講座が行われました



巌
地
区

萩
原
衣
咲

い
さ
き（

和
也
）

島
田
地
区

河
内
瑠
愛

る

あ（
泰
紀
）、
飯
島
献こ

ん（
稔
貴
）

上
野
原
地
区

山
口
玲
二
髓

れ
い
じ
ろ
う

（
能
史
）、
岡
部
佑
星

ゆ
う
せ
い

（
正
彦
）、
森
田
妃
南

ひ
な
み（

晴
彦
）、

古
田
恒
太

こ
う
た（

恒
也
）、
和
田
陽
香
里

ひ

か

り

（
豊
）

秋
山
地
区

守
屋
和
華

わ

か

（
陶
昆
）、
澤
井
美
槻

み
つ
き

（
省
一
）

巌
地
区

大
神
田
勇
人
＝
箕
田
雅
美

秋
山
地
区

原
田
宙
＝
小
笠
原
聖
代

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
12
月
中
届
出
分
＝
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腹
腔
鏡
下
手
術

ふ
っ
く
う
き
ょ
う
か
し
ゅ
じ
ゅ
つ

上
野
原
市
立
病
院
　
外
科

岡
本
廣
挙
　
医
長

NO.12

腹
腔
鏡
下
手
術
は
、
お
腹
を
切

ら
な
い
で
行
う
手
術
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
、
通
常
の
お
腹
を

大
き
く
切
る
手
術
と
比
べ
比
較
的

新
し
く
、
日
本
で
は
１
９
９
０
年

に
腹
腔
鏡
下
胆
嚢

た
ん
の
う

摘
出
術
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
腹
腔
鏡
下
手
術
は
爆
発

的
に
波
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
実

際
に
は
、
お
腹
を
切
ら
な
い
と
言

っ
て
も
、
ト
ラ
カ
ー
ル
と
い
う
腹

部
の
穴
を
開
け
る
器
材
の
傷（
1

セ
ン
チ
程
）が
4
か
所
必
要
で
、

さ
ら
に
、
摘
出
臓
器
の
大
き
さ
の

切
開
創
を
必
要
と
し
ま
す
。

傷
口
が
小
さ
い
こ
と
に
よ
り
、

手
術
の
後
の
痛
み
が
少
な
い
こ
と

や
、
通
常
の
手
術
と
比
べ
て
臓
器

が
外
界
と
接
す
る
時
間
が
短
い
た

め
、
手
術
後
の
腸
管
麻
痺

ち
ょ
う
か
ん
ま
ひ

な
ど
が

少
な
い
こ
と
、
ひ
い
て
は
早
期
に

退
院
で
き
る
こ
と
な
ど
が
利
点
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

欠
点
と
し
て
は
、
気
腹
と
い
う

お
腹
に
二
酸
化
炭
素
を
入
れ
て
、

お
腹
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
を
必
要

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ス
塞
栓
、

血
栓
な
ど
を
起
こ
し
や
す
い
こ

と
、
腹
腔
鏡
画
面
に
よ
り
視
野
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

実
際
に
、
当
院
で
行
っ
て
い
る

腹
腔
鏡
下
手
術
は
、
胆
嚢
結
石
症

に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出

術
、
さ
ら
に
、
大
腸
の
良
性
疾
患

と
、
早
期
癌
に
限
定
し
て
い
ま
す

が
腹
腔
鏡
下
大
腸
切
除
術
も
行
っ

て
い
ま
す
。
急
性
虫
垂
炎
に
対
す

る
腹
腔
鏡
下
虫
垂
切
除
術
、
早
期

胃
癌
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
胃
切
除

術
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
腹

腔
鏡
は
、
最
径
（
5
ミ
リ
）
で
フ

レ
キ
シ
ブ
ル（
可
動
式
）な
も
の
を

使
用
し
て
い
る
た
め
、
従
来
の
傷

よ
り
さ
ら
に
小
さ
い
傷
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
病
気
は
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
最
も
大
切
な
こ
と
で

す
の
で
、
定
期
健
康
診
断
、
人
間

ド
ッ
ク
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

早
期
発
見
に
よ
っ
て
比
較
的
体

に
負
担
の
少
な
い
腹
腔
鏡
下
手
術

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

巌地区 浜中 美洋
み よ う

ちゃん（3歳）
雄大
ゆうだい

くん（1歳8か月）
栄次さんと絵美さんの長女・長男

“これからもとびきりの笑顔をたくさん見せてね！！”

婚

姻

甲東地区 闍林 彩香
あ や か

ちゃん（8歳）
萌香
も え か

ちゃん（6歳）
咲香
さ き か

ちゃん（1歳9か月）
康隆さんとさゆりさんの長女・二女・三女

“姉妹仲良く、思いやりのある子に育ってね。”



大
目
地
区

大
神
田
艶（
久
保
勝
永
）、
甘
利
武

春（
隆
）

甲
東
地
区

根
喃（
茂
）

巌
地
区

浅
井
百
々
代（
一
蓮
）、
佐
藤
闍
鐡

（
主
吉
）、大
神
田
和
子（
間
所
泰
伸
）、

近
藤
鐡
乘（
孝
）、
長
尾
重
闊（
壽
）、

鳥
居
ユ
キ（
吉
房
久
子
）

上
野
原
地
区

原
田
元
彜（
彜
夫
）、
飯
島
留
三

（
美
江
）、
野
口
一
江（
一
夫
）、
倉

田
美
ね
子（
梶
原
隆
行
）、
小
林
辰

雄（
宗
宏
）、
杉
本
泉（
義
一
）、
闍

橋
玉
子（
守
良
）

棡
原
地
区

桑
島
幸
代（
昭
彦
）、
鷹
取
一
子

（
初
夫
）、
輝
本
浩
威（
宰
紀
）

西
原
地
区

降
矢
り
ん（
進
勇
）、
橋
本
ヒ
ロ

（
和
智
美
香
）
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◇『
調
理
以
前
の
料
理
の
常
識
』

渡
邊
香
春
子
／
著
　
講
談
社

レ
シ
ピ
の
ど
こ
に
も
書
か
れ

て
い
な
い
け
ど
、
知
ら
な
き
ゃ

料
理
が
で
き
な
い
。

だ
れ
に
も
聞
け
な
い
と
き
に

開
く
と
答
え
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。

◇『
記
憶
の
食
卓
』

牧
野
　
修
／
著
　
角
川
書
店

名
簿
屋
で
見
つ
け
た
冊
子
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
自
分
の
個
人

情
報
、
し
か
も
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
人
間
は
次
々
と
不
審
な
死

を
遂
げ
て
い
た
・
・
・
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

22
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

5 6 7 8 9
21
10
3 4
11

12 13 14 15 16 17 18
19 21

28
22 23 24 25

26
20
27

　　

一

般

書

◇
『
駿
女
』

佐
々
木
譲
／
著
　中

央
公
論
新
社

◇
『
秋
の
大
三
角
』

吉
野
万
理
子
／
著
　
新
潮
社

◇
『T

S
U
N
A
M
I

津
波
』

高
嶋
哲
夫
／
著
　
集
英
社

◇
『
私
の
介
護
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
』

横
森
美
奈
子
／
著
　
小
学
館

◇
『
向
日
葵
の
咲
か
な
い
夏
』

道
尾
秀
介
／
著
　
新
潮
社

◇
『
散
歩
歳
時
記
』

佐
伯
一
麦
／
著
　
日
本
経
済
新

聞
社

◇
『
わ
た
し
の
味
』
選
び
に

選
ん
だ
80
の
レ
シ
ピ
　

栗
原
は
る
み
／
著
　
集
英
社

児

童

書

◆
『
は
ば
た
け
！
ザ
ー
ラ
』

コ
リ
ー
ネ
・
ナ
ラ
ニ
ィ
／
作

鈴
木
出
版

◆
『
と
ら
ち
ゃ
ん
つ
む
じ
風
』

沢
田
俊
子
／
作
　
文
研
出
版

◆
『
ニ
ュ
ー
ス
の
言
葉
』

毎
日
中
学
生
新
聞
編
集
部
／
編

著
　
岩
波
書
店

◆
『
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
あ
と
で
』

梨
屋
ア
リ
エ
／
著
　
講
談
社

◆
『
リ
サ
イ
ク
ル
』

コ
リ
ン
は
エ
コ
戦
士

サ
ン
デ
ィ
・
マ
カ
ー
イ
／
作

赤
塚
き
ょ
う
こ
／
訳
　
鈴
木
明

子
／
画
　
さ
・
え
・
ら
書
房

◆
『
シ
ッ
プ
船
長
と
ゆ
き

だ
る
ま
の
ユ
キ
ち
ゃ
ん
』

か
ど
の
え
い
こ
／
作
　
オ
ー
ム

ラ
ト
モ
コ
／
絵
　
偕
成
社

◆
『
春
は
あ
け
ぼ
の
』

清
少
納
言
／
文
　
た
ん
じ
あ
き

こ
／
絵
　
斎
藤
孝
／
編
　
ほ
る

ぷ
出
版

絵

本

○
『
ふ
ゆ
は
ふ
わ
ふ
わ
』

五
味
太
郎
／
作
　
小
学
館

○
『
こ
ぶ
た
の
み
っ
ぷ

ち
ゃ
っ
ぷ
や
っ
ぷ
』

筒
井
頼
子
／
作
　
は
た
こ
う
し

ろ
う
／
絵
　
童
心
社

○
『
イ
チ
ロ
ー
へ
の
手
紙
』

ジ
ー
ン
・
D
・
オ
キ
モ
ト
／
作

ダ
ク
・
キ
ー
ス
／
絵
　
河
出
書

房
新
社

○
『
ま
い
ご
の
ペ
ン
ギ
ン
』

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー

ズ
／
作
　
三
辺
律
子
／
訳
　
ソ

ニ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
ズ

○
『
そ
れ
い
け
！
さ
か
な
く
ん
！
』

ル
ー
シ
ー
・
カ
ズ
ン
ズ
／
作

な
ぎ
・
と
も
こ
／
訳
　
偕
成
社

☆
お
は
な
し
会
☆

『
ま
ゆ
と
お
に
』
他

◎
日
時
　
2
月
18
日(

土)

午
後
2
時
30
分
〜

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
木
の
き
も
の
』

幸
田
文
／
作
　
他

◎
日
時
　
2
月
19
日(

日)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
ビ
ー
ズ
教
室
』
他

◎
日
時
　
2
月
25
日(

土)

午
後
2
時
〜

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

死

亡

今
月
の
一
冊

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



広報うえのはら　No.12  20

広
報

電
話
：
0554-62-311 1 （

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ai l ：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

12月27日、上野原町商工会館において合併契約調
印式が行われました。
上野原町商工会と秋山村商工会は、平成18年3月

31日をもって解散し、平成18年4月1日に「上野原
市商工会」として新たに設立されます。

平成18年上野原市成人式

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

1月9日に行われた成人式は、25人の成人式実行委員によって運営
されています。実行委員は各地区から数名ずつ選出され、毎年実行委
員会が2～3回行われます。その会議において、実行委員の役割分担
やその年の成人式をどのようにしていくか、教育委員会の職員と話し
合い決めていきます。
こうした裏方として活動している人たちがいて、成人式は行われて

います。実行委員のみなさんご苦労様でした！！

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください
企画課企画調整担当 電話62-3118

人口●28,475人 （－16）
男 ●14,211人 （－11）
女 ●14,264人 （－ 5）
世帯●10,056世帯（＋ 7）
平成18年1月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●商工会合併契約調印式
11月20日・23日、第36回日本少年野球春季大会

山梨県支部予選において、山梨上野原ボーイズが優勝
し、3月に行われる全国大会の出場権を獲得しました。
主将の舩木陽平くんは、「今まで練習してきた成果を

出し切り、良い成績を残したい。」と話していました。

●山梨上野原ボーイズが全国大会に出場

田町育成会では、1月8日にどんど焼きを行いまし
た。このどんど焼きには、地域の子どもから大人まで
多くの方が参加して行われ、参加者は思い思いのもの
を火に投げ入れていました。また、今年1年が健康で
いられるようにと最後にお団子を食べていました。

●田町育成会でどんど焼き
1月8日、桂川野球場において小林雅英投手野球教

室が行われました。小林投手は大月市真木の出身で、
千葉ロッテマリーンズに所属しています。教室に参加
したスポ少や中学生の選手たちは、現役のプロ選手の
指導を受けられるとあって目を輝かせていました。

●第5回小林雅英投手野球教室
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
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上
野
原
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